
 

 

 

 

明石市立文化博物館の管理運営状況(平成２９年度）について 

 

平成１９年４月から指定管理者制度を導入した文化博物館について、平成２９年度における指定管

理者による管理運営状況を報告します。 

 

１ 指定管理者 

（1）指定管理者 小学館集英社プロダクション・鹿島建物共同事業体 

（2）指定期間 平成２８年４月 1日～平成３３年３月３１日 

（3）指定管理料 
協定締結額  １４１，２００千円 

（参考：平成２８年度 協定締結額 １４０，５００千円） 

（4）管理体制 

・館長１人 

・事務局長１人 

・職員８人 

・合計１０人 

 

２ 評価項目 

（１）顧客満足度について 

①アンケート調

査等の実施状

況  

① 特別展満足度 

展覧会名 春季特別展 

長谷川義史

の世界展 

夏季特別展 

オバケ絵大博覧

会 

冬季特別展 

天才たちの青

春 

回答数 １２９ １０６ １，０３８ 

非常に満足 ４ 回答例になし 回答例になし 

満足 １０８ ５１ ５６５ 

やや満足 １３ ２７ ３３５ 

普通 ４ ２１ １１４ 

不満足 ０ ２ １２ 

非常に不満足 ０ ３ ２ 

無回答 ０ ２ １０ 

② 企画展満足度 

展覧会名 明石巡り 明石藩の世

界Ⅴ 

発掘された 

明石の歴史

展 

くらしのうつり

かわり展 

回答数 ４９ ３９９ １３３ １０４ 

非常に満足 １３ ８９ ３２ ５５ 

満足 ２６ １８９ ７６ ３５ 

普通 ８ ８２ ２２ １０ 

不満足 ０ ８ ３ ２ 

非常に不満足 ０ ３ ０ ０ 

無回答 ２ ２８ ０ ２ 
 

市民生活局文化・スポーツ室文化振興課 



 

 

①アンケート調

査等の実施状

況  

③ 貸館利用者 満足度 

＜貸館利用者アンケート（４～３月実施）＞ 

・貸館利用者対象 回答数 ７０件 

 

質問項目 満足 どちらとも 

いえない 

不満 無回答 

総合的 

満足度 

 

６１ 

 

５ 

 

０ 

 

４ 

 

    

質問項目 非 常

に良い 

良い 普通 良くない 非常に 

良くない 

未記入 

職員の 

対応 

 

４５ 

 

１７ 

 

４ 

 

０ 

 

０ 

 

４ 
 

②利用者からの

主な苦情とそ

の対応等 

利用者からの苦情は、特になかったが、展覧会等で館内が混雑している時 

に、２階女性トイレの洋式トイレの前に列ができているという事例が、見受け 

られ、２階女性トイレの和式トイレ２ヶ所を洋式トイレに改修。 

（施設改善金にて３月実施） 

所管課コメント 

・アンケート結果から、展覧会、貸館利用、職員対応について、来館者

の満足度の高さが伺える。また民間ならではの発想力、スピード感を

もって、管理運営業務に取り組んでいる。 

・トイレ改修については、施設改善金予算を上回りながらも実施した結

果、女子トイレの混雑解消に繋がった。 

・来館者対応について、実際に非常に素晴らしかったという意見が多く

上がっている。 

（２）事業達成度について 

①事業・業務の

実施状況  

＜運営業務＞ 

  開館日 ３３１日 （Ｈ２８年度 ３３１日） 

前年度に引き続き開館時間を延長（通常１８時３０分まで） 

 特別展：１１１日間、企画展：１３６日間、常設展：８４日間 

休館日の月曜日が祝日・休日の場合は開館 

特別展及び特別企画展、「くらしのうつりかわり展」期間中、通常休館

日の月曜日を開館 

館内燻蒸作業による臨時休館日２日 
 



 

 

＜維持管理業務＞ 

専門的視点による日常管理や清掃、毎月の法令点検等の実施 

エレベーター補修、壁面防水工事、国際交流室スポットライト更新、

南側外部タイル修繕工事、空調機加湿器の機器及び部品交換等、

合計３４件実施しました。 

 
 

①事業・業務の

実施状況  

 

 

 

＜自主事業＞ 

特別展３回、企画展４回の計７展覧会を実施 

 （Ｈ２９年実績 計７展覧会） 

特別展 

 

「いいから いいから～長谷川義史の世界展～」 

 ４月８日（土）～５月２１日（日） 

 総観覧者数：２１，３９１人 

「オバケ絵大博覧会」 

 ７月２２日（土）～９月３日（日）  

 総観覧者数：１５，３１８人 

「おかざき世界子ども美術博物館 所蔵 天才たちの 

青春 －世界の巨匠たちがこどもだったころ－」 

  １月１３日（土）～２月４日（日）  

 総観覧者数：５，９４６人 

企画展 

郷土作家シリーズ「明石巡り」 

  ６月１０日（土）～７月９日（日）  

 総観覧者数：２，０８０人 

「明石藩の世界Ⅴ」 

  ９月１６日（土）～１０月２２日（日）  

 総観覧者数：２，２４４人 

「発掘された明石の歴史展」 

  １１月３日（金・祝）～１２月１０日（日） 

 総観覧者数：２，３９７人 

「くらしのうつりかわり展」 

  ２月１１日（日・祝）～３月２５日（日）  

 総観覧者数：１１，９２３人 

 

 

・シンポジウム・講演会 

   開催回数：３回、参加者：２３９人 

・展示解説・ギャラリートーク 

   開催回数：１６回、参加者３６８人 

・ワークショップ 

   開催回数：１６回、参加者４２８人 

・ロビーコンサート 

   開催回数：１回、参加者７４人 



 

 

・その他のイベント 

   開催回数：５６回、参加者１３，９０４人 

   （内、夏季特別展オバケ屋敷が開催回数４４回、参加者１３，０２１人） 

・その他展覧会関連の活動 

  特別展、企画展関連する収蔵品の、常設展示コーナーへの展示。 

・着付け・機織（４５日 参加者１３４人 

・ボランティア活動（年間活動延べ７０５名） 

・キッズキュレーター（子ども学芸員）事業 

    活動日数：５日  活動人数：３３人 

・博物館実習の学生受入れ（９名） 

・トライやる・ウィークの生徒受入れ 

  明石市８名、神戸市８名の計２回 

・博物館ニュースの発行（２回） 

・博物館だよりの発信（No.４９５~No.５１４） 

・ぶんぱく きっず にゅうずの発行（子ども向け博物館通信）（No７‐No９） 

・第１回あかし若手アートチャレンジ 

  参加校４校、出品作品４１点 

・博物館文化講座（１１講座 参加者延べ１３８名） 

・出前講座（６回、参加者２３０名） 

・小学館おはなし玉手箱 よみきかせキャラバン（参加者１２６名） 

・ぶんぱく ゆめナリエ（メッセージ枚数 ５３３枚） 

・平成２９年度 明石の秋祭写真コンテスト（応募作品 １１点） 

・お正月だよ！みんな集まれ！ダンボールゆうえんち 

  １月４日（木）～１月８日（月・祝）入場者１，１９０名 

 

＜その他業務＞ 

・広報、宣伝業務 

メディア利用状況（５４１件） 

ホームページ全面リニューアル（２月実施） 

・利便施設（レストラン、清涼飲料水自動販売機）の運営 

②施設等の利用

状況 

＜観覧者数＞ 

６５，１６１人  （Ｈ２８ ４６，８１９人） 

※ 貸館入場者数は含まず 

＜ギャラリー・大会議室の利用状況＞ 

 
入場者数 

(自主事業観覧者は
含まず) 

稼動率 貸館利用件数 

ギャラリー 
２２，６４７人 

(H２８ １９，９１６人) 
８５．９％ 

(H２８ ９３．３%) 
３０件 

(H２８ ２６件) 

大会議室 
４,９９７人 

(H２８ ５，９０６人) 
６１．８％ 

(H２８ ６４．６%) 
４０件 

(H２８ ３０件) 
 



 

 

所管課コメント 

・「市民に愛される施設」「市民に身近な施設」となりえるために、年間通じ

て、学校園や自治会など地域へのアウトリーチを積極的に実施いただきま

した。また文化博物館に今まであまり馴染みのない層（子育て世代や子ど

も、学生）をターゲットにした特別展（※１）や自主事業（※２）を開催いただ

いた。 

 

※１ 

春季特別展「いいから いいから～長谷川義史の世界展～」 

夏季特別展「オバケ絵大博覧会」 

特に夏季特別展では、「ぶんぱくオバケ屋敷」を同時開催し、多くの市民の方

（約１３，０００人）に楽しんでいただいた。 

 

※２ 

「お正月だよ！みんな集まれ！ダンボールゆうえんち」では、 

１月４日（木）～１月８日（月・祝）の５日間で１，１９０人の方が楽しんでいただ

き、特に親子連れでの来館が目立った。 

・市民の芸術・文化を育成するために、芸術を志す大学生・高校生を対象

に、「あかし若手アートチャレンジ」を開催し、学生・生徒たちに、本格的な展

覧会の準備から実施までを体験できる場を提供いただいた。 

 

（３）事業収支について 

①収支状況 

＜収支状況＞ 

収入総額 １５８，５３２千円 
指定管理料 138,897千円、使用料 2,916
千円、観覧料 13,446千円、その他 3,273
千円 

支出総額 １５２，９７６千円 

人件費 43,233千円、事務費 3,231千円、
管理費 53,666千円、物件費 4,583千円、
負担金 60千円、事業費 45,231千円、そ
の他 2,972千円 

収  支 ５，５５６千円  
 

②使用料等の収

入状況 
使用料・観覧料収入 １６，３６２千円 （Ｈ２８ １４，２６３千円） 

所管課コメント 
・会計処理について、適宜、事前相談をいただいており、収支状況について

は、適切に処理いただいている。 

 

 



 

 

３ その他評価の参考となる特記事項 

 

施設の認知度向上のために、異分野と積極的に交流を図っている。 

・私鉄主催のウォーキングイベントなどに協力し、参加者に対する施設知名度の向上を積極的

図っている。また「東播磨文化施設ネットワーク化構想」に参加し、東播磨地区の文化施設・団

体と交流を構築し、横の繋がりの強化に努められた。 

 

 

４ 所管課総合評価 

 

指定管理者㈱小学館集英社プロダクションにおかれては、民間のネットワークを活用し、特に

コンテンツアイデア、マーケティングにおいて、文化博物館の活性化に大いに寄与いただいてい

る。 

平成２９年度の入館者数は、６５，１６１人で前年度比１３９．２％、ギャラリー・大会議室の利

用人数は、２２，６４７人で前年度比１１３．７％、観覧料・使用料収入は、１，６３６万１，７８３円で

対前年比１１４．７％と伸びている。 

これは地道に学校園や自治会などの地域に対するアウトリーチともに、今まで訪れてい無い

層への働きかけに加えて、強いコンテンツの展覧会の開催が合わさることでの相乗効果の表れ

である。 

以上のことから平成２９年度における指定管理者による管理運営については、適切に行われ

ている。 

 


